
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

夜明寿大学バス研修 

「災害は忘れた頃にやってくる」ということわざが死語になりつつある近年ですが。今年は
年明けの元旦から能登半島大地震に見舞われました。今回の研修では、同様の熊本地震の記憶
を未来へ残し学ぶフィールドミュージアム「記憶の回廊」の中核拠点の旧東海大学阿蘇キャン
パスと震災遺構を見学し、被災の様子、その発生メカニズム、そして防災について学びます。 

 
日 時 ： 令和６年３月５日（火）午前９時～午後５時 

場 所 ： 熊本地震ミュージアムのうち「KIOKUと展示遺構」、阿蘇神社 

定 員 ： ６５歳以上の方 ３０名 

参加費 ： 2500 円（食事代、入場料を含みます。） 

お申込 ： ２月２９日（木）までに、公民館（TEL27-2122）へ申込みください。 

※各地区のバスの乗車場所につきましては、お申し込みの際にお問合せください。 
 

成人セミナーバス研修 

昭和３０年代をテーマにした懐かしさが溢れる豊後高田市の昭和の町と、全国に４万社あま
りある八幡様の総本宮である宇佐神宮を訪ねます。 

 
日 時 ： 令和６年３月１２日（火）午前９時～午後５時 

場 所 ： 豊後高田昭和の町、宇佐神宮（雨天時は変更の可能性があります。） 

対象・定員 ： 夜明地区在住の成人 ２５名 

参加費 ： 3,000 円（食事代、入場料を含みます。） 

お申込 ： ２月２９日（木）までに、公民館（TEL27-2122）へ申込みください。 

令和６年２月１日 
（ 発 行 ） 

日田市夜明公民館 
夜明中町 1547 
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２０歳のつどい 

【２面に記事】 



 

１月７日、「令和６年２０歳のつどい」がパトリア日田で開

催されました。大鶴・夜明地区から１１名が出席し、市全体

では５１０名が参加しました。【１面に写真】 

２０歳のつどいは、式典の後半を参加者実行委員により企

画運営されます。過去の写真スライドショーや恩師からの動

画メッセージの放映、日田林工高校の吹奏楽部の演奏などが

あり、斬新で印象深い第２部になりました。 

また、夜明中町からの出席者が、大鶴・夜明地区を代表し

て実行委員長から記念品の名刺入れを受け取りました。 

行 事 日にち 時 間 

大肥の郷麦踏み交流フェスタ １８日（日） 午前１０時３０分～ 

大明チャレンジ教室（夜明地区） １８日（日） 午前１１時～ 

ふるさとの歴史学習会 ２０日（火） 午前１０時～ 

夜明公民館運営委員会 研修会 ２８日（水） 午前 ９時～ 

スマートフォン教室 
２６日（月）、２７日（火） 

２９日（木）、 １日（金） 午後 １時３０分～ 

 

１月２７日から２８日までの１泊２日で、大明チャレンジ

教室第８講「冬合宿」を、九重青少年の家で実施しました。 

積雪の中のフィールドアスレチックや降雪時に登山をし、

冬の厳しい自然を体感する活動をしました。夜にはプラネタ

リウムで宇宙の星々について学習しました。 

帰り道には「日本のアンデルセン」と呼ばれた久留島武彦

先生の様々な活動を伝える「久留島武彦記念館」に立ち寄り、

みんな楽しみながら学んでいました。 

地区代表として抱負を述べました 

雪山で貴重な体験をしました 

スマートフォン教室 

便利なＳＮＳの操作方法や、機能を学びましょう。 
 
日 時 ： 令和６年２月２６日（月）・２７日（火）・２９日（木）・３月１日（金） 

午後１時３０分～午後３時 
場 所 ： 夜明公民館 集会室 
講 師 ： 宮崎 友彰 先生（大鶴地区まちおこし協力隊） 
参加費 ： 無料 
定 員 ： ６名 
お申込 ： ２月１６日（金）までに、公民館（TEL27-2122）へお申込みください。 

 


